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予想配当（USD） --
株価（USD） 573.35
実績 PER（倍） 72.39
予想 PER（倍） 42.40
時価総額（10億 USD） 87.5
企業価値（10億 USD） 86.9
3ヵ月平均売買代金（百万USD） 716.4

＊配当予想と予想PERはブルームバーグ、各数値は3/27日終値による

会社概要

単位：百万USD

地域別売上（11月‐1月） 1Q 23 1Q 24 YoY（%）

米国 671 807 20%

ヨーロッパ 135 159 18%

中国 197 249 26%

韓国 145 184 27%

その他 210 247 18%

引用：企業公表値

単位：百万USD

セグメント別業績（11月－1月） 1Q 23 1Q 24 YoY（%）

設計自動化システム（売上） 889 985 11%

設計自動化システム（営利） 346 364 5%

セグメント営利率 39% 37% --

IPデザイン（売上） 343 525 53%

IPデザイン（営利） 117 249 112%

セグメント営利率 34% 47% --

ソフトウェア・インテグリティ（売上） 127 138 8%

ソフトウェア・インテグリティ（営利） 15 23 54%

セグメント営利率 12% 17% --

引用：企業公表値

株主構成

VANGUARD GROUP

ブラックロック

ステート・ストリート

CAPITAL GROUP COMPANIES

JPモルガン・チェース & カンパニー

引用：ブルームバーグ
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　1986年設立の米カリフォルニア州にある半導体設計(EDA)ツール大手ベ

ンダー企業。ケイデンス、シーメンス（傘下のメンター・グラフィックス）ら競合

3社にて当該分野での寡占市場を形成している。

 主要セグメントは半導体設計の自動化ツールを提供する『設計デザイン自

動化（EDA）』、半導体設計を提供する『IPデザイン』、システム設計のセ

キュリティについてのソリューション提供サービスを行う『ソフトウェア・インテグリ

ティ』である。主要市場は米国、ヨーロッパ、中国、韓国、その他地域。

株価推移
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（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成）

 シノプシス(SNPS) 
増収増益・無配継続。NVIDIA との協業により先端半導体分野

でのリーダーシップが継続することが期待される。中国リスクも継続 
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直近業績： 2月 21日 発表の 24年１Q（11月‐1月）業績は売上が

前年同期比 15％増の 1,649 百万 USD、営業利益が同 23％増の

1,269百万USDの増収増益で着地。地域別売上では全地域で 2 桁パー

センテージ増加も、韓国と中国がそれぞれ同 27％および 26％増で最も高い

成長率を示した。セグメント別では売上の 60％を占める設計自動化システム

が同 11％増も営利は同５％増にとどまり営利率低下。売上の 32％占める

IP デザインが同 53％増、営利は同 112％増となり同セグメントの営利率を前

年の 34％から当期の 47％まで改善させた。損益では堅調なるも運転資本増

加により営業キャッシュフローは▲87 百万 USD とマイナスに転じた。 

事業概況：設計自動化システム分野では 30年以上にわたり NVIDIA との協

力関係を継続している。直近ではシノプシスの AI ベース EDA ソリューションを

NVIDIA の Omniverse プラットフォーム上にて実行した検証例が複数発表される

など、先端半導体分野での継続的な業界リーダーシップが期待される。こうした実

行例のうち、Proteus™と名付けられた光近接補正ソフトウェアは NVIDIA 

cuLitho（EUV リソグラフィー自動化システム）において実行され、高速化の鍵と

なる。NVIDIA cuLitho の活用は半導体大手ファウンドリの TSMC で開始されて

おり、NVIDIA の Blackwell GPU 製造に適用される予定も発表されている。 

投資論点・リスク： 同社の売上構成はおよそ欧米が 6 割、アジアその他地

域が 4 割前後を占めている。シノプシスの製品・サービスのうち先端半導体向

けのものは対中輸出規制の対象となっているが、現在でも中国地域売上は全

体の 15％を占めている。対中輸出規制がパワー半導体や車載半導体 IP な

どに適用された場合、同社の業績リスクとなる可能性がある。 

買収による成長を続けてきた同社の財務諸表におけるのれんは 4,131 百

万 USD にもなり、総資産の 40％近くに達している。同社の資本効率における

財務上の重要な論点と して注視する必要があるだろう。 

 

業績推移(GAAP)

四半期業績（10月期） 3Q23 4Q23 1Q24 2Q24(F)
売上高 （百万USD） 1,487 1,599 1,649 1,556
当期利益 （百万USD） 336 349 449 --
希薄化後EPS (USD） 2.17 2.26 2.89 2.11

通期実績推移（10月期） FY21 FY22 FY23 FY24(F)
売上高 （百万USD） 4,204 5,081 5,842 6,554
売上総利益 (百万USD） 3,342 4,017 4,620 5,379
粗利率 （％） 79.50 79.07 79.08 82.07
営業利益 （百万USD） 734 1,162 1,269 2,419
営業利益率 （％） 17.48 22.87 21.72 36.91
当期利益 （百万USD） 757 984 1,229 2,098
希薄化後EPS （USD） 4.81 6.29 7.92 9.65
引用：企業公表値、ブルームバーグ（Fは予想値）

*予想値は企業ガイダンス中央値およびブルームバーグ予想値の小さい方を採用
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